
通し番号 12

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 国語 ⾔語⽂化 必履修 2

科⽬の⽬標

⾔葉による⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾔語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。

①知識及び技能
⽣涯にわたる社会⽣活に必要な国語の知識や技能を⾝につけるとともに、我が国の⾔語⽂化に対する理解を深めることができるようにする。

②思考，判断，表現
論理的に考える⼒や深く共感したり豊かに想像したりする⼒を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う⼒を⾼め、⾃分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
るようにする。

③主体的に学習に取り組む態度
⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに、⽣涯にわたって読書に親しみ⾃⼰を向上させ、我が国の⾔語⽂化の担い⼿としての⾃覚をもち、⾔葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

教材

新編 ⾔語⽂化（⼤修館）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 ⽣涯にわたる社会⽣活に必要な国語の知識や技能を⾝につけるとともに、我が国の⾔語⽂化に対する理解を深めようとしている。

思考・判断・表現 論理的に考える⼒や深く共感したり豊かに想像したりする⼒を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う⼒を⾼め、⾃分の思いや考えを広げたり深めた
りしようとしている。

主体的に学習に取り組む態度 ⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに，⽣涯にわたって読書に親しみ⾃⼰を向上させ、我が国の⾔語⽂化の担い⼿としての⾃覚をもち、⾔葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養おうとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト・グループ活動・発表・提出物

主体的に学習に取り組む態度 グループ活動・発表・提出物・学習観察

３ 履修上および学習上の注意

読書をこころがけ、積極的に⽂学作品に触れるようにしてください。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
4 ⾔葉の森を育てよう 6

（思）⾔語とはどういうものかを思考する
（主）主体的に課題に取り組む

5 とんかつ 7

（思）筆者の主張の流れをとらえる
（主）主体的に課題に取り組む

6 児のそら寝 6
（思）敬語などの⾔葉の使い⽅を適切に使い分ける⼒を養う
（主）主体的に課題に取り組む

7 ⾼名の⽊登り 6

（思）登場⼈物のセリフの流れに着⽬する
（主）主体的に課題に取り組む

8 訓読のきまり 7
9 （思）漢⽂の基本的な⽤法を⾝につける

（主）主体的に課題に取り組む
【前期期末考査】

10 羅⽣⾨ 10
（思）登場⼈物の⼼情の変化をとらえる
（主）主体的に課題に取り組む

11 祖⺟が笑うということ 7
（思）⼆つの異なる意⾒を⽐較し、それぞれの良しあしを考える
（主）主体的に課題に取り組む

12 夢⼗夜 7
1 （思）⽂章全体の構成や接続表現の役割を考える

（主）主体的に課題に取り組む
2 筒井筒 7

（思）話の構成や展開を⼯夫して話す
（主）主体的に課題に取り組む
【後期期末考査】

3 学問のすすめ 7
（思）対⽐の関係に注⽬し、その意図を考えながら読む
（主）主体的に課題に取り組む

合計
70

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える

（知）重要語句を正確に覚える



通し番号 13

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 国語 国語基礎 必履修 1

科⽬の⽬標

国語における基礎的な知識・技能を⾝に着け、それらを活⽤し効果的に表現する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。

①知識及び技能
実社会に必要な国語の知識や技能を⾝に付け、その⼒を実社会で活⽤⼒を⾼められるようにする。

②思考，判断，表現
⽬的や場に応じて国語の技能を発揮できるようにするために、⽂章や⽂体・語彙を⼯夫できる実践的な⼒をつける。

③主体的に学習に取り組む態度
⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに、国語の⼒が実社会で⼤いに活⽤されることを⾃覚し、⾔葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教材

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を⾝に付け、その⼒を実社会で活⽤⼒を⾝につけようとしている。

思考・判断・表現 ⽬的や場に応じて国語の技能を発揮できるようにするために、⽂章や⽂体・語彙を⼯夫できる実践的な⼒を得ようとしている。

主体的に学習に取り組む態度 ⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに、国語の⼒が実社会で⼤いに活⽤されることを⾃覚し、⾔葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
おうとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 ⼩テスト・単元テスト

思考・判断・表現 ⼩テスト・単元テスト、提出課題

主体的に学習に取り組む態度 提出課題

３ 履修上および学習上の注意

⼀年⽣で使⽤した「現代の国語」の教科書や「ゴイカン」を使⽤する場合があるので、捨てずに保管してください。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
4 オリエンテーション 1

対話のレッスン （知）本⽂の漢字・語句を習得する 5
5 （思）コミュニケーションにおける⾔葉以外の要素について考える

（主）主体的に課題に取り組む
6 意⾒⽂の基礎を学ぼう （知）本⽂の漢字・語句を習得する 5
7 （思）意⾒と理由を備えた基本的な意⾒⽂を考え、表現する

（主）主体的に課題に取り組む
8 情報の⼒関係 （知）本⽂の漢字・語句を習得する 5
9 （思）⽂字・図形・絵などの読者に与える効果の違いについて考える

（主）主体的に課題に取り組む
10 前期期末考査 1
11 魅⼒的な企画書を書こう （知）本⽂の漢字・語句を習得する 5

（思）⾒やすく、わかりやすい企画書をまとめる
12 （主）主体的に課題に取り組む
1 プレゼンテーションをしよう （知）本⽂の漢字・語句を習得する 6

（思）さまざまな資料を活⽤しながら発表する
（主）主体的に課題に取り組む

2 何のために「働く」のか （知）本⽂の漢字・語句を習得する 3
（思）読み取ったことをふまえ、⾃分の考えを広げる
（主）主体的に課題に取り組む

後期期末考査 1
3 ⾃分の考えをつくるために （知）本⽂の漢字・語句を習得する 3

（思）筆者の主張をふまえ、⾃分の考えを深める
（主）主体的に課題に取り組む

合計
35



通し番号 14

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 地歴公⺠ 地理総合 必履修 2

科⽬の⽬標

社会的事象の地理的な⾒⽅・考え⽅を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に⽴ち，グローバル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠
主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質・能⼒を⾝に付ける。

（1）地理に関わる諸事象に関して，世界の⽣活⽂化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や地理情報システムなどを⽤いて，
調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるようにする。「知識及び技能」
（2）地理に関わる事象の意味や意義，特⾊や相互の関連を，位置や分布，場所，⼈間と⾃然環境との相互依存関係，空間的相互依存作⽤，地域などに着⽬して，概念
などを活⽤して多⾯的・多⾓的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する⼒を養う。「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」
（3）地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで⾒られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多⾯的・多⾓的な考察
や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚，我が国の国⼟に対する愛情，世界の諸地域の多様な⽣活⽂化を尊重しようとすることの⼤切さについての⾃覚な
どを深める。「学びに向かう⼒，⼈間性等」

教材

⾼校⽣の地理総合（帝国書院）

標準⾼等地図（帝国書院）

⾼校⽣の地理総合ノート（帝国書院）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 地図や地理情報システムなどを⽤いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝についている。

思考・判断・表現 地理に関わる事象の意味や意義，特⾊や相互の関連を考察する。地理的な課題の解決に向けて構想する。考察，構想したことを効果的に説明する

主体的に学習に取り組む態度  地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで⾒られる課題を主体的に追究，解決する。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト、ワークシート、学習観察

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト、ワークシート、学習観察

主体的に学習に取り組む態度 定期考査・⼩テスト、ワークシート、学習観察

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数

4

4

5
5

14

6

7

9 16
10

11
11

12

12

1

2

3

8

合計
70

第1部第１章
【知】地球儀やさまざまな図法の地図から現代世界の姿を読み取ることを通じて，地図や地理情報システムの
役割や有⽤性を理解している。

地球儀と地図 【思】各種の地図や地理情報システムの特徴，利⽤について，多⾯的・多⾓的に考察し，表現している。

地図と地理情報システム
【主】⽬的に応じた地図や地理情報システムの利活⽤の⽅法について，主体的に追究し，課題を⾒いだしてい
る。

第１部第２章 【知】世界を構成する国々の結びつき⽅，交通，通信，⼈の移動の特徴を理解している。

現代世界の国家と領域
【思】国家の領域，領⼟問題，交通，通信，⼈の移動の特徴について，多⾯的・多⾓的に考察し，表現してい
る。

地図から⾒る国内や国家間の結びつき
【主】国家の領域，領⼟問題，交通，通信，⼈の移動の特徴について，地図を通して主体的に追究し，課題を
⾒いだしている。

第２部第１章 【知】世界の多様な⽣活⽂化が，互いに影響を及ぼし合いながら形成されてきたことを理解している。

⽣活⽂化の多様性
【思】世界の⽣活⽂化の多様性がどのように形成されてきたのかについて，多⾯的・多⾓的に考察し，表現し
ている。

世界の地形と⼈々の⽣活
【主】世界の多様な⽣活⽂化を尊重し，共⽣を図っていくことについて，主体的に追究し，課題を⾒いだして
いる。

世界の気候と⼈々の⽣活
世界の産業と⼈々の⽣活
世界の宗教・⺠族・⾔語と⼈々の⽣活
多様な⽣活⽂化と地理的環境
事例１〜１０

第２部第２章 【知】地球的課題が⽣じている場所や要因，課題どうしが相互に関係し合っていることを理解している。
複雑に絡み合う地球的課題 【思】地球的課題や，その解決のための取り組みについて，多⾯的・多⾓的に考察し，表現している。

⼈⼝問題
【主】持続可能な開発を実現するために必要な取り組みや国際協⼒のあり⽅について，主体的に追究し，課題
を⾒いだしている。

⾷料問題
都市・居住問題
感染症・衛⽣問題
資源・エネルギー問題
地球環境問題

第３部第１章
【知】⾃然災害が⽣じる場所と要因，⽇本の⾃然災害の特徴，⽣活のなかにみられる防災・減災への取り組み
を理解している。

⽇本の⾃然環境 【思】⾃然災害の特徴，防災・減災への取り組みについて，多⾯的・多⾓的に考察し，表現している。

地震・津波や⽕⼭活動による災害と防災
【主】⼈々が⽣活していくうえで必要な防災・減災に向けた備えについて，主体的に追究し，課題を⾒いだし
ている。

気象災害と防災
⾃然災害への備え

第３部第２章 【知】⽣活圏の調査にあたって，仮説の⽴て⽅や調査結果の検証の⽅法，発表のしかたを理解している。

⽣活圏の調査と地域の展望

【思】事前調査の結果からどのような仮説が⽴てられるのかや，現地調査の結果をどのように分析・整理する
のか，他の事例との⽐較からどのようなことがいえるのかについて，多⾯的・多⾓的に考察し，表現してい
る。
【主】⽣活圏の調査の結果を地域に還元し，よりよい社会を築いていくことについて，主体的に追究し，課題
を⾒いだしている。



通し番号 15

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 数学 数学Ⅱ 必修 2

科⽬の⽬標 いろいろな式、図形と⽅程式について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能⼒を培い、数学のよさを認識できるようにすると
ともに、それらを活⽤する態度を育てる。

教材

「最新 数学Ⅱ（数研出版）」

「書き込み式シリーズ［基本〜標準］ 教科書傍⽤ パラレルノート数学Ⅱ（数研出版）」

留意点 数学Ⅰの復習をすること。 開講予定
⼈数 必修のため全員

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 いろいろな式及び図形と⽅程式についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を⾝につけるようにする。

思考・判断・表現 数の範囲や式の性質に着⽬し、等式や不等式が成り⽴つことなどについて論理的に考察する⼒、座標平⾯上の図形について構成要素間の関係に着⽬
し、⽅程式を⽤いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり、図形の性質を論理的に考察する⼒を養う。

主体的に学習に取り組む態度 数学のよさを認識し数学を活⽤しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・単元テスト・⼩テスト

思考・判断・表現 定期考査・単元テスト・⼩テスト・ワークシート・授業中の発⾔や発表

主体的に学習に取り組む態度 授業への取り組み姿勢・週末課題・⻑期休業中の課題

３ 履修上および学習上の注意

副教材を、授業や家庭学習で活⽤する。２年次と３年次で、教科書の内容を半分ずつ学習します。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数

4 第１章 式と証明
第１節 式と計算

第２節 等式・不等式の証明

【前期中間考査】

第２章 複素数と⽅程式
第１節 複素数と２次⽅程式の解

第２節 ⾼次⽅程式

【前期期末考査】

第３章 図形と⽅程式
第１節 点と直線

第２節 円

【後期中間考査】

第３節 軌跡と領域

【学年末考査】

【知】公式を⽤いて式の展開や因数分解したり、多項式の除法や分数式の四則計算の⽅法について
理解し、計算することができる。
【思】計算の⽅法を既に学習した数や式の計算と関連付け多⾯的に考察したり、実数の性質や等
式・不等式の性質などを基に、等式・不等式が成り⽴つことを論理的に考察し、証明することがで
きる。
【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。

【知】複素数の理解と複素数の四則計算や２次⽅程式の解の性質、因数定理の意味を理解し、⾼次
⽅程式を因数定理などを⽤いて解くことができる。
【思】⽇常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、⽅程式を問題解決に活⽤することができる。
【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。

【知】線分を内分、外分する点の位置や２点間の距離を表すことができる。座標平⾯上の直線を⽅
程式で表すことができる。
【思】与えられた条件から⽅程式を⽤いて表現し、図形の性質や位置関係について考察することが
できる。
【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。

【知】座標平⾯上の円を⽅程式で表すことができる。
簡単な場合について軌跡を求めることができる。
不等式から領域、領域から不等式を求めることができる。
【思】与えられた条件から⽅程式を⽤いて表現し、図形の性質や位置関係について考察することが
できる。
【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。

【知】簡単な場合について軌跡を求めることができる。
不等式から領域、領域から不等式を求めることができる。
【思】与えられた条件から⽅程式や不等式を⽤いて表現し、図形の性質や位置関係について考察す
ることができる。
【主】粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしている。

10

5 8

6 1

9
7

8

8
1

9
12

10

8

11

1

12

11

1

2

1

3

合計
70



通し番号 17

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 保体 保健 必履修 1

科⽬の⽬標 保健の⾒⽅・考え⽅を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、⽣涯を通じて⼈々が⾃らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能
⼒を育成する。

教材

 現代⾼等保健体育（⼤修館書店）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価

観 点 趣 旨

知識・技能  個⼈及び社会⽣活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を⾝に付けているか。

思考・判断・表現  健康についての⾃他や社会の課題を発⾒し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、⽬的や状況に応じて他者に伝える⼒を⾝に付け
ているか。

主体的に学習に取り組む態度 ⽣涯を通じて⾃他の健康の保持増進やそれを⽀える環境づくりを⽬指し、明るく豊かで活⼒ある⽣活を営む態度を⾝に付けているか。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト、ワークシート

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト、ワークシート、学習観察

主体的に学習に取り組む態度 ワークシート、学習観察

３ 履修上および学習上の注意

・評価の際には、２の（１）に記載の3観点を同等に取り扱うものとする。 ・１単位科⽬のため⽋課時数に留意すること。 ・授業で使⽤する教材は教科書のみであるため、教科担任か
ら配布される教材の保管について留意すること。 ・教科書は１、２年次の保健のみならず、１〜３年次体育の「体育理論」時にも使⽤するため、紛失しないように管理すること。

（１）評価の観
点

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
4 オリエンテーション 1

【⽣涯を通じる健康】 「⽣涯の各段階における健康」
01「ライフステージと健康」 【知】⽣涯を通じる健康の保持増進や回復には、⽣涯の各段階における健康課題に応じた⾃⼰の健

康管理及び環境づくりが関わっていることを理解している
8

5 02「思春期と健康」 【思】⽣涯を通じる健康における事象や情報などについて整理したり、個⼈及び社会⽣活と関連付
けたりして、⾃他や社会の課題を発⾒している

03「性意識と性⾏動の選択」 【学】⽣涯の各段階の健康に関⼼を持ち、積極的に授業に参画している
04「妊娠・出産と健康」

6 05「避妊法と⼈⼯妊娠中絶」

06「結婚⽣活と健康」 8
7 07「中⾼年期と健康」

08「働くことと健康」 「労働と健康」
09「労働災害と健康」 【知】労働災害の防⽌には、労働環境の変化に起因する傷害や職業病などを踏まえた適切な健康管

理及び安全管理をする必要があることを理解している

8 10「健康的な職業⽣活」 【思】働く⼈の健康の保持増進について、習得した知識を基に、⽣活の質の向上を図ることと関連
付けて、課題解決の⽅法に応⽤している

【学】労働と健康の関係に関⼼を持ち、積極的に授業に参画している

【前期期末考査】 1

9 【健康を⽀える環境づくり】
01「⼤気汚染と健康」 「環境と健康」 6
02「⽔質汚濁、⼟壌汚染と健康」 【知】⼈間の⽣活や産業活動は健康に影響を及ぼすことがあること、それを防ぐためには汚染の防

⽌及び改善の対策をとる必要があること、環境衛⽣活動はある基準に基づき⾏われていること、を
理解している

10 03「環境と健康にかかわる対策」 【思】⼈間の⽣活や産業活動などによって引き起こされる⾃然環境汚染について整理し、疾病等の
リスクを軽減するために、環境汚染の防⽌や改善の⽅策に応⽤している

04「ごみの処理と上下⽔道の整備」 【学】環境と健康の関係に関⼼を持ち、積極的に授業に参画している

11
05「⾷品の安全性」 「⾷品と健康」 3
06「⾷品衛⽣にかかわる活動」 【知】⾷品の安全性の確保は健康を保持増進する上で重要であること、⾷品衛⽣活動は⾷品の安全

性を確保するための基準に基づき⾏われていること、を理解している

【思】⾷品の安全性と⾷品衛⽣に関わる活動について、習得した知識を⾃他の⽇常⽣活に適⽤し
て、健康被害の防⽌と健康を保持増進するための計画を⽴てることができる

12 【学】⾷品と健康の関係に関⼼を持ち、積極的に授業に参画している

07「保健サービスとその活⽤」 「保健医療制度及び地域の保健医療機関」 4
08「医療サービスとその活⽤」 【知】保健・医療制度や地域の保健所・保健センター・医療機関などを適切に活⽤する必要がある

こと、疾病からの回復や悪化の防⽌には、医薬品を正しく使⽤することが有効であること、を理解
している

09「医薬品の制度とその活⽤」 【思】地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活⽤の仕⽅について、関連した情報を整理し、⽣活
の質の向上に向けた課題解決に応⽤している

1 【学】保健医療制度に関⼼を持ち、積極的に授業に参画している

10「さまざまな保健活動や社会的対策」 「様々な保健活動や社会的対策」 3
2 11「健康に関する環境づくりと社会参加」 【知】我が国や世界では、健康課題に対応して様々な保健活動や社会的対策などが⾏われているこ

とを理解している

【思】⾝近な地域や世界にある健康課題について、習得した知識を基に現在必要とされていること
を整理し、⾃他の健康を保持増進するための環境づくりに主体的に参加する態度を⾝に付けている

3 【後期期末考査】 【学】中⾼年期の健康について関⼼を持ち、積極的に授業に参画している 1

「健康に関する環境づくりと社会参加」
【知】⾃他の健康を保持増進するには、ヘルスプロモーションの考え⽅を⽣かした健康に関する環
境づくりに積極的に参加していくことが必要であること、そのためには適切な健康情報の活⽤が有
効であること、を理解している

【思】ヘルスプロモーションの考え⽅に基づいた、健康に関する環境づくりへ積極的に参加してい
くために、適切な情報を選択・収集して、分析・評価し計画を⽴てることができる

【学】健康に関する環境づくりに関⼼を持ち、積極的に授業に参画している

合計
35



通し番号 18

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 芸術 ⾳楽Ⅰ 2

科⽬の⽬標

・⾳楽の幅広い活動を通して，⽣徒が個性を⽣かしながら思いや意図をもって表現したり味わって鑑賞したりする⼒を育成し，⽣涯にわたり⾳楽を愛好する⼼情を育て
る。
・⾳や⾳楽が醸し出すよさや美しさなどを感じ取り，そこに価値を⾒いだせる感性を養う。
・⾳や⾳楽を知覚・感受して，思考・判断し表現する⾳楽活動の過程を通して，創造的な表現と鑑賞の能⼒を伸ばす。
・⾳や⾳楽と⽣活や社会との関わりについて考え，⾳環境への関⼼を⾼め，⾳楽の知的財産権を尊重する態度の形成を図る。

教材

教育出版 ⾳楽ⅠTutti＋

 ⾃作のプリント・楽譜など

留意点 開講予定
⼈数 ２０

２ 評価

観 点 趣 旨

知識・技能
【知】様々な表現形態による歌唱表現の特徴について理解している。
【技】姿勢や呼吸などの⾝体の使い⽅の技能，他者との調和を意識して歌う技能を⾝に付け，歌唱で表している。【知】曲想や表現上の効果と⾳楽の
構造との関わり，⾳楽の特徴と⽂化的・歴史的背景との関わりについて理解している。【知】曲想と楽器の⾳⾊や奏法との関わり，様々な表現形態に
よる器楽表現の特徴について理解している。

思考・判断・表現
⾳⾊，リズム，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どのように歌う
かについて表現意図をもっている。⾳⾊，旋律，テクスチュア，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考えるとともに，⾃分や社会にとっての⾳楽の意味や価値，⾳楽表現の共通性や固有性について考え，⾳楽のよさや美しさを⾃ら味わって
聴いている。

主体的に学習に取り組む態度 ⻄洋⾳楽の源流を中世からルネッサンスの⾳楽の鑑賞と⽂化的・歴史的背景の学習で辿ることに関⼼をもち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。器楽アンサンブルや合唱の発表，独唱のテストに関⼼をもち，主体的・協働的に歌唱や器楽の学習活動に取り組もうとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト・ワークシート・学習観察

思考・判断・表現 ワークシート・学習観察

主体的に学習に取り組む態度 ・定期考査・⼩テスト・学習観察

３ 履修上および学習上の注意

※楽典、ギター、歌唱、器楽（リコーダーも含む）、鑑賞、など幅広く取り組みます。

※タブレット、紙ファイルA4版、五線ノート8段〜12段を⽤意してください。

（１）評価の観
点

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４

ガイダンス、校歌、カーロミオベン、楽典（楽譜
の基本的な知識学習）

6

５
イタリア歌曲「カーロ・ミオ・ベン」楽典基本問
題集確認テスト

8

楽典基本問題集、確認テスト
６

楽典基本問題集
ギター基礎知識 確認発表

6

７
ギター⾳の出し⽅ 確認発表

8

８ ギターメロディーを弾くためのテクニック
・アルペジオ 確認発表

4

９
変奏曲の魅⼒を探ろう
―パガニーニが残した名変奏曲―
古の⾳楽に思いをはせよう
―雅楽，悠久の響き―

8

10

リコーダーアンサンブルを楽しもう

8

11

オーケストラの魅⼒を探ろう

8

―⼆つの旋律から広がる⾳楽―
吹奏楽の魅⼒を味わおう
―鯨のモチーフが紡ぎ出す雄⼤なドラマ―

12

名曲プレゼンテーション

6

―さまざまな時代のピアノ
曲を聴こう―物語と⾳楽との関わりに注⽬しよう
―総合芸術における⾳楽の魅⼒―

1

世界のさまざまな⾳楽の魅⼒Ⅰ
―和楽器の⾳と世界の楽器の⾳―

4

2

コンサートを開こう―⾳楽Ⅰのまとめとして―

4

3
合計
70

【知】様々な表現形態による歌唱表現の特徴について理解している。
【技】姿勢や呼吸などの⾝体の使い⽅の技能，他者との調和を意識して歌う技能を⾝に付け，歌唱で表してい
る。⾳⾊，リズム，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え，どのように歌うかについて表現意図をもっている。
【知】「カーロミオベン」の曲想と⾳楽の構造や歌詞との関わりについて理解している。
【技】曲にふさわしい発声，⾔葉の発⾳，⾝体の使い⽅などの技能を⾝に付け，歌唱で表している。⾳⾊，リ
ズム，速度，旋律，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え，どのように歌うかについて表現意図をもっている。

【知】曲想と楽器の⾳⾊や奏法との関わり，様々な表現形態による器楽表現の特徴について理解している。
【技】曲にふさわしい奏法，⾝体の使い⽅などの技能，他者との調和を意識して演奏する技能，表現形態の特
徴を⽣かして演奏する技能を⾝に付け，器楽で表している。

【思】⾳⾊，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら
，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どのように演奏するかについて表現意図をもってい
る。

【主】ギター奏法を⾝に付けることや⾳楽表現を創意⼯夫しながらアンサンブル活動をすることに関⼼をもち
，主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。

【知】曲想や表現上の効果と⾳楽の構造との関わりについて理解している。⾳⾊，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考えるとともに，⾳楽表現の共通性や固有性について考え，⾳楽のよさや美しさを⾃ら味わって聴
いている。主題の変化や作品の特徴が⾳楽の構造とどのように関わっているかに関⼼をもち，主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

【知】曲想と楽器の⾳⾊や奏法との関わり，様々な表現形態による器楽表現の特徴について理解している。
【技】曲にふさわしい奏法，⾝体の使い⽅などの技能，他者との調和を意識して演奏する技能，表現形態の特
徴を⽣かして演奏する技能を⾝に付け，器楽で表している。【思】⾳⾊，リズム，速度，旋律，テクスチュア
，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え，どのように演奏するかについて表現意図をもっている。
【思】リコーダーの奏法を⾝に付けることや⾳楽表現を創意⼯夫しながらアンサンブル活動をすることに関⼼
をもち，主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。

【知】曲想や表現上の効果と⾳楽の構造との関わりについて理解している。⾳⾊，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，構成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考えるとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，⾳楽のよさや美しさを⾃ら味わって聴
いているオーケストラの様々な楽器の⾳⾊や響き，またボレロのリズムに乗せた⼆つの旋律が展開されながら
もたらす表現上の効果に関⼼をもち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。
【思】吹奏楽の様々な楽器の⾳⾊や響き，また繰り返し現れるモチーフの変化と曲想や表現上の効果との関わ
りに関⼼をもち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

【知】曲想や表現上の効果と⾳楽の構造との関わり，⾳楽の特徴と⽂化的・歴史的背景，他の芸術との関わり
について理解している。⾳⾊，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働
きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに，曲や演奏に対する評価
とその根拠や⾳楽表現の共通性や固有性について考え，⾳楽のよさや美しさを⾃ら味わって聴いている。
【思】冬季休業中に作成した紹介⽂を使ってミニ・コンサートを⾏い，時代や作曲者の違いによる⾳楽の特徴
を感じ取りながら曲や演奏について根拠をもって批評することに関⼼をもち，主体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

【知】曲想と楽器の⾳⾊や奏法との関わり，⾳楽の特徴と⽂化的・歴史的背景，他の芸術との関わり，我が国
や郷⼟の伝統⾳楽の種類とそれぞれの特徴について理解している。
【技】曲にふさわしい奏法，⾝体の使い⽅などの技能を⾝に付け，器楽で表している。⾳⾊，速度，旋律，テ
クスチュア，強弱を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて
考えるとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠，⾳楽表現の共通性や固有性について考えて聴き，どのよ
うに演奏するかについて表現意図をもっている。
【思】⽇本の楽器の奏法を学び，⾳⾊や奏法の特徴を感じ取ること，諸⺠族の楽器と⽇本の楽器との⽐較を通
して⾳楽表現や⾳楽⽂化の固有性，共通性を考えることに関⼼をもち，主体的・協働的に器楽や鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

【知】⾳楽Ⅰの１年間の学習における表現や鑑賞の「知識」に関する諸事項について理解している。
【技】⾳楽Ⅰの１年間の学習における技能に関する諸事項を⾝に付け，歌唱や器楽，創作で表している。⾳⾊
，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成などを知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚
したことと感受したこととの関わりについて考え，歌唱や器楽，創作表現としてどのように表すかについて表
現意図をもっている。
【思】１年間の⾳楽学習のまとめとしてコンサートを企画実施することや，⾳楽Ⅰの１年間の学習を経て⾃分
⾃⾝の⾳楽に対する考え⽅がどのように変容したかを考えることに関⼼をもち，主体的・協働的に表現及び鑑
賞の学習活動に取り組もうとしている。



通し番号 19

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 芸術 美術Ⅰ 必履修 2

科⽬の⽬標

美術の幅広い創造活動を通して，造形的な⾒⽅・考え⽅を働かせ，美的体験を重ね，⽣活や社会の
中の美術や美術⽂化と幅広く関わる資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
（１）対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現⽅法を創意⼯夫し，創造的に表すことができるようにする。 
（２）造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意⼯夫，美術の働きなどについて考え，主題を⽣成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術⽂化
に対する⽅や感じ⽅を深めたりすることができるようにする。
（３）主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，⽣涯にわたり美術を愛好する⼼情を育むとともに，感性を⾼め，美術⽂化に親しみ，⼼豊かな⽣活や社会を創造して
いく態度養う。

教材

⾼校⽣の美術１（⽇本⽂教出版）

留意点 開講予定
⼈数 15

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 ・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。 ・創造的な美術の表現をするために必要な技能を⾝に付け、意図に応じて表現⽅法を
創意⼯夫し、表している。

思考・判断・表現 ・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な⼯夫，美術の働きなどについて考えるとともに、主題を⽣成し発想や構想を練ったり、美術や美術⽂
化に対する⾒⽅や感じ⽅を深めたりしている。

主体的に学習に取り組む態度 ・美術や美術⽂化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 制作物、⼩テスト、ワークシート、学習観察

思考・判断・表現 制作物、⼩テスト、ワークシート、学習観察

主体的に学習に取り組む態度 制作物、⼩テスト、ワークシート、学習観察

３ 履修上および学習上の注意

・教材費として6,000円程度を徴収する予定である。 ・絵具等で汚れる可能性があるため、汚れてもよい上着を準備してください。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
4

（美術史）
【知】それぞれの時代の作品の効果、構図、⾊彩などを基に、全体のイメージや作⾵、様式などを
捉えることを
理解している。
【鑑】さまざまな作品の造形的なよさや美しさを⽐較しながら感じ取るとともに，⼼豊かな⽣き⽅
の創造に関わる美術の働きや，時代，⺠族，⾵⼟，宗教などによる表現の共通点や相違点などから
，⽣活や社会の中の美術や美術⽂化について考え，⾒⽅や感じ⽅を深めている。
【態鑑】主体的にさまざまな作品の造形的なよさや美しさを感じ取り，⼼豊かな⽣き⽅の創造に関
わる美術の働き，時代，⺠族，⾵⼟，宗教などによる表現の共通点や相違点などから，⽣活や社会
の中の美術や美術⽂化について考えながら，鑑賞の創造的な諸活動に取り組もうとしている。

（鉛筆デッサン）
【知】形や陰影などの造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作⾵などで
捉えることを理解している。
【技】意図に応じて⽤具の特性を⽣かすとともに、デッサンの表現⽅法を追求
している。
【発】 モチーフをよく観察し、形態や陰影などの表現⽅法について考え、個
性豊かで創造的な表現の構想を練っている。
【鑑】デッサンの美しさを感じ取り、作者の意図と表現の⼯夫について考え、
⾒⽅や感じ⽅を深めている。
【主】主体的にデッサンの鑑賞活動や表現の創造的な諸活動に取り組もうとし
ている。

（油彩）
【知】油彩の造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作⾵、様式などで捉
えることを理解している。
【技】油彩の制作⽅法をふまえ、意図に応じて⽤具の特性を⽣かすとともに表
現⽅法を追求している。
【発】 モチーフをよく観察し、油彩の特徴を理解し、追求しながら構想して
いる。
【発】主題に応じて油彩の表現⽅法について考え、個性豊かで創造的な表現の
構想を練っている。
【鑑】油彩の美しさを感じ取り、作者の意図と表現の⼯夫について考え、おこ
う⾒⽅や感じ⽅を深めている。
【主】主体的に油彩の表現の多様さを感じ取り、鑑賞活動や表現の創造的な諸
活動に取り組もうとしている。

（⽴体）
【知】造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作⾵などで捉えることを理解している。
【技】制作⽅法を踏まえ、意図に応じて⽤具の特性を⽣かすとともに表現⽅法を追求している。
【発】主題に応じて表現⽅法について考え、個性豊かで創造的な表現の構想を練っている。
【鑑】美しさを感じ取り、作者の意図と制作⼯程における⼯夫を感じ取り、⾒⽅や感じ⽅を深めて
いる。
【主】主体的に制作⼯程における⼯夫などについて考え、作品の鑑賞活動に取り組もうとしてい
る。

（映像メディア表現）
【知】 画⾯の構成や時間の効果、造形的な特徴
などを基に、全体のイメージや作⾵、様式などで
捉えることを理解している。
【技】意図に応じて映像メディア機器等の⽤具の特性を⽣かし、表現⽅法を創意⼯夫し、表現の意
図を効果的に表している。
【発】感じ取ったことや考えたことなどを基に、アニメーションによる表現の特性を⽣かして主題
を⽣成し、画⾯の構成と時間の流れや物語性、⾔葉や⾳などの働きについて考え、創造的な表現の
構想を練っている。
【鑑】アニメーションの特質や表現効果などを感じ取り、作者の⼼情や意図と創造的な表現の⼯夫
などについて考え、⾒⽅や感じ⽅を深めている。
【態表】 アニメーションによる表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。
【態鑑】 アニメーションの鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

2

4

4

6

18

16

18

2

3

合計
70

・オリエンテーション
 （１年の流れ、成績について
教室の使⽤ルール）
・美術史

・⾊彩の基本

・鉛筆デッサン

・油彩（静物）

・⽴体

・映像メディア表現

・１年間まとめ

5

6

10

12



通し番号 20

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 英語 英語コミュニケーションⅡ 必修 2

科⽬の⽬標

外国語によるコミュニケーションにおける⾒⽅・考え⽅を働かせ，以下の5つの領域において⾔語活動及びこれらを結び付けた統合的な⾔語活動を通して，情報や考え
などを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能⼒を養う。具体的な活動・領域は以下の通り。
（１）聞くこと
ア︓⽇常的・社会的な話題について、⼀定の⽀援があれば必要な情報を聞き取り、話の展開や意図、概要・要点・詳細を把握できるようにする。
（２）読むこと
ア︓⽇常的・社会的な話題について、⼀定の⽀援があれば必要な情報を読み取り、⽂章の展開や意図、概要・要点・詳細を把握できるようにする。
（３）話すこと［やり取り］
ア︓⽇常的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、詳しく伝え合いながら会話を続けられるようにする。
イ︓社会的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、聞いた・読んだ内容を基に論理的に詳しく伝え合えるようにする。
（４）話すこと［発表］
ア︓⽇常的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、論理的に詳しく伝えられるようにする。
イ︓社会的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、聞いた・読んだ内容を基に論理的に詳しく伝えられるようにする。
（５）書くこと
ア︓⽇常的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、論理的で詳しい⽂章を書けるようにする。
イ︓社会的な話題について、⼀定の⽀援があれば多様な語句や⽂を使い、聞いた・読んだ内容を基に論理的で詳しい⽂章を書けるようにする。

教材

All Aboard !  English Communication Ⅱ（東京書籍）

All Aboard Ⅱ WORKBOOK Ⅱ（東京書籍）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価

観 点 趣 旨

知識・技能
・英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。 ・コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，⽇常的な話題や社会的な話題につ
いて聞くこと，読むことを通して，その内容を捉える技能を⾝に付けている。また，それらの話題などについて，情報や考え，気持ちなどを，論理性
に注意して伝える技能を⾝に付けている。

思考・判断・表現
・コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，⽇常的な話題や社会的な話題について，必要な情報を聞き取ったり，読み取ったりする
ことで，話の展開や話し⼿の意図，概要，要点，詳細を捉えている。また、それらの話題などについて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意し
て話して詳しく伝えている。

主体的に学習に取り組む態度 ・外国語の背景にある⽂化に対する理解を深め，話し⼿，聞き⼿，書き⼿に配慮しながら，主体的，⾃律的に英語を⽤いてコミュニケーションを図ろ
うとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト リスニングテスト 等

思考・判断・表現 定期考査・ワークシート パフォーマンステスト 等

主体的に学習に取り組む態度 学習観察・提出物 授業や課題への取り組み 等

３ 履修上および学習上の注意

・⾔語活動に取り組む態度を持ち、異国の⽂化を学んでください。

（１）評価の観
点

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
4 Pre-Lesson 1

Lesson １ （知）関係代名詞whatを⽤いた⽂の形・意味を理解している。 8
（思）海外の⾏ってみたい所・そこでしてみたいことをまとめる。
（主）海外の⾏ってみたい所について⾃分の意⾒をまとめる。

5
Let’ Listen １ （知）ホテルにチェックインする時に使われる⽂の形・意味を理解している。 2

（思）必要な情報を聞き取って、それを整理することができている。
（主）必要な情報を聞き取って、それを整理しようとしている。

Communication １ （知）病院で診察を受けるにあたり。症状や気分を説明する仕⽅を理解している。 2
（思）必要な情報を聞き取って、それを整理することができている。
（主）必要な情報を聞き取って、それを整理しようとしている。

6
Lesson ２ （知）⽐較表現を⽤いた⽂の形・意味を理解している。 8

（思）相⼿の意⾒を知り、⾃分の考えをまとめることができる。
（主）相⼿の意⾒を知り、⾃分の考えをまとめようとしている。

7 前期中間考査 1

World Box １ （知）感覚や感情を表す単語や表現を⽤いた⽂の形・意味を理解している。 2
（思）⾃分がどんな感情になるのかということについて、適確に書いて伝えている。
（主）⾃分がどんな感情になるのかということについて、適確に書いて伝えようとして

8 いる。

Lesson ３ （知）形式主語itを⽤いた⽂の形・意味を理解している。 10
9 （思）⾝近な⾏事について、相⼿の意⾒を知り、⾃分の意⾒をまとめることができる。

（主）⾝近な⾏事について、相⼿の意⾒を知り、⾃分の意⾒をまとめることをしようと
している。

後期期末考査 1
10 2

⽂法のまとめ
Lesson ４ （知）間接疑問⽂を⽤いた⽂の形・意味を理解している。 10

11 （思）好きな物語について、相⼿の意⾒を知り、⾃分の意⾒をまとめることができる。
（主）好きな物語について、相⼿の意⾒を知り、⾃分の意⾒をまとめることをしようと
している。

12 後期中間考査 1

Let’s Listen 2 2
1 Extra Target １ 3

World Box 2 3

2 Lesson ５ （知）to不定詞を⽤いた⽂の形・意味を理解している。 10
（思）平⽇の⽣活でよく使われる語句や表現を⽤いて書き、適切な発表を⾏っている。
（主）平⽇の⽣活でよく使われる語句や表現を⽤いて書き、適切な発表を⾏おうとして
いる。

3 1
後期期末考査

3
World Box ３
Clothes

合計
70



通し番号 21

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 家庭 家庭基礎 必修 2

科⽬の⽬標

 ⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な⼈々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男⼥が協⼒して主体的に家庭や
地域の⽣活を創造する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す
【知識・技能】⼈の⼀⽣と家族・家庭及び福祉、⾐⾷住、消費⽣活・環境について、⽣活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能
を⾝に付けるようにする
【思考・判断・表現】家庭や地域及び社会における⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現するなどして⽣涯を⾒通して課題を解決する⼒を養う
【主体的に学習に取り組む態度】様々な⼈々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、⾃分や家庭、地域の⽣活の充実向上を図
ろうとする実践的な態度を養う

教材

家庭基礎 ⾃⽴・共⽣・創造（東京書籍 家基７０１）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 ⼈間の⽣涯にわたる発達と⽣活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社 会との関わりについて理解を深め、⽣活を主体的に営むた
めに必要な家族・家庭、⾐⾷住、 消費や環境などについて理解しているとともに、それらに係る技能を⾝に付けている

思考・判断・表現 ⽣涯を⾒通して、家庭や地域及び社会における⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設定 し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを
根拠に基づいて論理的に表現す るなどして課題を解決する⼒を⾝に付けている

主体的に学習に取り組む態度 様々な⼈々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組み、振り返りから改善して、地域社会に参画しようとするととも
に、⾃分や家庭、地域の⽣活を創造 し、実践しようとしている

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 実技・提出作品・単元テスト

思考・判断・表現  ワークシート

主体的に学習に取り組む態度 ワークシート・学習中の態度観察

３ 履修上および学習上の注意

実習費3,000円徴収します

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 第 1 章 ⽣涯を⾒通す

第 2 章 ⼈⽣をつくる

第7章 ⾐⽣活をつくる

第9章 経済⽣活を営む

第10章 持続可能な⽣活を営む

第8章 住⽣活をつくる

第 3 章 ⼦どもと共に育つ

第6章 ⾷⽣活をつくる
ホームプロジェクト

第 4 章 超⾼齢社会を共に⽣きる

第 5 章 共に⽣き、共に⽀える

第11章これからの⽣活を創造する

【知】⼈の⼀⽣について様々な⽣き⽅があることを理解し⽣活課題に対応して意思決定の重要性を
理解している
【思】⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について考察し、表現できる
【関】⽣涯の⽣活設計について考え、⽣活の充実向上を実践しようとしている

【知】⻘年期の課題、家族・家庭の機能と家族関係について理解している
【思】家族の⼀員として役割を果たし、家庭を築くことの重要性について問題を⾒出して課題を解
決する⼒を⾝に着けている
【関】⻘年期の⾃⽴と家族・家庭について、課題の解決に取り組んでいる

【知】被服の機能と着装、被服材料、被服構成及び被服衛⽣について理解し、被服の計画・管理に
必要な技能を⾝に付けている
【思】被服の機能性や快適性、安全で健康や環境に配慮した被服の管理や⽬的に応じた着装につい
て考察することができる
【関】⾐⽣活と健康について、課題の解決に取り組んでいる

【知】家計の構造や⽣活の経済と社会の関わり、家計管理について理解している
【思】⽣活における経済の管理や計画の重要性について、ライフステージや社会保障制度と関連付
け、問題を⾒出して課題を解決する⼒を⾝に着けている
【関】消費⾏動と意思決定について、課題の解決に取り組んでいる

【知】⽣活と環境との関わりや持続可能な消費について理解している
【思】持続可能な社会を⽬指して⾏動できるよう問題を⾒出して課題を解決する⼒を⾝に着けてい
る
【関】持続可能なライフスタイルと環境について、課題の解決に取り組んでいる

【知】住⽣活の特徴、機能について理解し、計画・管理の技能を⾝に付けている
【思】住居の機能性や快適性について考察することができる
【関】住⽣活と住環境について、課題の解決に取り組んでいる

【知】幼児期の⼼⾝の発達と⽣活、親の役割と保育、⼦育て⽀援について理解し、乳幼児と適切に
関わるための基礎的な技能を⾝に付けることができる
【思】⼦どもを⽣み育てることの意義について考え、⼦どもの健やかな発達のために問題を⾒出し
て課題を解決する⼒を⾝に着けている
【関】⼦どもの⽣活と保育について、課題の解決に主体的に取り組んでいる

【知】栄養の特徴や⾷品の特質、健康や環境、安全に配慮した⾷⽣活について理解し、⾃⼰や家族
の⾷⽣活の計画・管理に必要な技能を⾝に付けている
【思】⾷の安全や⾷品の調理上の性質、⾷⽂化の継承を考慮した献⽴作成や調理計画、健康や環境
に配慮した⾷⽣活について考察することができる
【関】⾷⽣活と健康について、課題の解決に主体的に取り組んでいる

【知】⾼齢期の⼼⾝の特徴、尊厳と⾃⽴⽣活の⽀援や介護について理解し、⽣活⽀援に関する基礎
的な技能を⾝に付けている
【思】⾼齢者の⾃⽴⽣活を⽀えるために、家族や地域及び社会の果たす役割の重要性について問題
を⾒出して課題を解決する⼒を⾝に着けている
【関】⾼齢期の⽣活と福祉について、課題の解決に主体的に取り組んでいる

【知】家族・家庭の⽣活を⽀える福祉や社会的⽀援について理解している
【思】家庭や地域及び社会の⼀員として共に⽀え合って⽣活することの重要性について問題を⾒出
して課題を解決する⼒を⾝に着けている
【関】よりよい社会の構築に向けて共⽣社会と福祉について、課題の解決に主体的に取り組んでい
る

【知】⼈の⼀⽣について様々な⽣き⽅があることを理解し⽣活課題に対応して意思決定の重要性を
理解している
【思】⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について考察し表現できる
【関】⽣涯の⽣活設計について考え、⽣活の充実向上を実践しようとしている

3

５ 5

６ 10

７

８ 9

９

2

１０ 9

１１ 5

１２ 17

１

２
6

3

３ 1

合計
70



通し番号 23

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 電気回路 必修 2

科⽬の⽬標

①知識及び技術
 電気回路についての電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
②思考、判断、表現
電気回路に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
③主体的に学習に取り組む態度
電気回路を⼯業技術に活⽤する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ恊働的に取り組む態度を養う。

教材

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 電気回路についての電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けている。

思考・判断・表現 電気回路に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を⾝につけている。

主体的に学習に取り組む態度 電気回路を⼯業技術に活⽤する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ恊働的に取り組む態度を⾝につけている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト・ ワークシート・学習観察

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト・ ワークシート・学習観察

主体的に学習に取り組む態度  ワークシート・学習観察

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 第⼆種電気⼯事⼠試験対策 【知】低圧屋内配線における電気の基礎理論を理解し、各種計算ができる。 12

【思】低圧屋内配線における検査⽅法及び法令等を理解し、種々の課題を解決できる。
【主】資格取得に向け、意欲的に学習に取り組んでいる。

5

6 【前期中間考査】 1

第３章 静電気 【知】静電気の性質や諸現象について理解し、学習した公式により、各種の計算ができる。 12
７ １．静電現象 【思】電荷、電界、電気⼒線、誘電体などを理解し、種々の課題解決に応⽤できる。
８ 【主】静電気の性質や事象について関⼼をもち、意欲的に学習している。

２．コンデンサと静電容量

【前期期末考査】 1
9

第５章 交流回路 【知】交流を記述する⽅法、交流回路での動作を理解し、学習した公式により、交流回路の計算で
きる。

20
１．正弦波交流の性質

【思】交流を記述する⽅法を理解し、さまざまな電気回路に応⽤できる。
10 ２．交流回路の取扱い⽅ 【主】豊かな⽣活に⽋かせない交流電気に関⼼をもち、意欲的に学習している。

３．交流回路の電⼒

４．複素数

５．記号法による交流回路の取扱い
11

６．三相交流

【後期中間考査】 1

第３章 各種の波形 【知】⾮正弦波交流、パルスの扱い、過渡現象を理解し、学習した公式を⽤いて、種々の値を計算
できる。

10
１．⾮正弦波交流

12 【思】各種の波形の性質・特徴を理解し、電気回路、電⼦回路での⽤途について把握できている。
２．過渡現象 【主】直流や正弦波交流以外のさまざまな種類の電気信号に関⼼をもち、学習している。

1
第７章 電気計測 【知】測定器の種類を理解し、各測定器で測定できる電気量についても理解し、測定器を正しく取

り扱うことができる。
12

１．測定の基本と測定量の取り扱い

２ 【思】電気の測定について動作原理を理解し、実際に活⽤することができる。
２．電気計測の基礎 【主】直接⾒ることのできない電気について、その測定⽅法に関⼼をもち、電気現象を意欲的に学

習できているか。

３．基礎量の測定

３
【学期末考査】 1

合計
70



通し番号 24

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 電気機器 必修 2

科⽬の⽬標

①知識及び技術
電気機器についてエネルギーの変換を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
②思考、判断、表現
電気機器に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
③主体的に学習に取り組む態度
電気機器に関わる電気エネルギーを活⽤する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ恊働的に取り組む態度を養う。

教材

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 電気機器についてエネルギーの変換を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けている。

思考・判断・表現 電気機器に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決しようとしている。

主体的に学習に取り組む態度 電気機器に関わる電気エネルギーを活⽤する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ恊働的に取り組もうとしている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト・ワークシート

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト・ワークシート・学習観察

主体的に学習に取り組む態度 ワークシート・学習観察

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 第2種電気⼯事⼠試験対策 【知】低圧屋内配線における各種計算⽅法について理解している。 12

【思】低圧屋内配線における機器の利⽤を理解している。
【主】資格取得に向け、意欲的に学ぼうとしている。

５
【前期中間考査】 1

6 第１章 直流機 【知】直流機の原理や構造について理解している。 15
１．直流機の原理と構造 直流機の各種計算⽅法について理解している。
２．直流発電機 【思】電機⼦反作⽤が与える影響とその防⽌について理解ができる。

７ ３．直流電動機 直流機の電機⼦と界磁の関係より各種特性が理解できる。
４．直流機の損失と効率 損失が⽣じる要因が理解できる。

始動と速度制御ついて理解できる。
８ 【主】直流機に関⼼をもち、主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

【前期期末考査】 1
９

第２章 変圧器 【知】変圧器の原理や構造について理解している。 15
１．変圧器の原理・種類・構造 等価回路を描くことができる。
２．変圧器の損失・電圧変動率 変圧器の各種計算⽅法について理解している。
３．変圧器の結線 三相結線における電流・電圧の計算⽅法を理解している。

10 【思】巻数⽐・電圧・電流などの関係が理解できる。
各電圧・電流のベクトルが理解できる。
変圧器の損失と効率の関係が理解できる。

11 単巻変圧器及び計器⽤変成器の利⽤法を理解している。
【主】変圧器に関⼼をもち、主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

【後期中間考査】 1

12 第3章 誘導機 【知】誘導機の原理や構造について理解している。 12
１．誘導機の原理・構造 誘導機の各種計算⽅法について理解している。
２．同期速度と滑り 【思】誘導電動機の運転特性が理解できる。
３．等価回路 誘導電動機の始動法・速度制御を理解できる。

1 ４．誘導電動機の特性 【主】誘導機に関⼼をもち、主体的かつ恊働的に取組もうとしている。
５．誘導電動機の始動・速度制御

２
第４章 同期機 【知】同期機の原理や構造について理解している。 12
１．同期発電機の構造と種類 同期機の各種計算⽅法について理解している。

３ ２．同期発電機の誘導起電⼒ 【思】同期発電機の特性が理解できる。
３．同期発電機の特性 同期発電機の並⾏運転が理解できる。
４．同期電動機の特性 【主】同期機に関⼼をもち、主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

【学年末考査】 1

合計
70



通し番号 25

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 電⼦回路 必修 2

科⽬の⽬標

①知識及び技能
電⼦回路について機能や特性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
②思考，判断，表現
電⼦回路に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
③主体的に学習に取り組む態度
電⼦回路を設計・製作する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

教材

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 電⼦回路について機能や特性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付ける。

思考・判断・表現 電⼦回路に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を⾝に付ける。

主体的に学習に取り組む態度 電⼦回路を設計・製作する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を⾝に付ける。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査・⼩テスト・ワークシート

思考・判断・表現 定期考査・⼩テスト・ワークシート・学習観察

主体的に学習に取り組む態度 ワークシート・学習観察

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 資格取得へ向けての問題 【主】資格取得合格に向け、主体的かつ協動的に取り組もうとしている。 8
５

【前期中間考査】 1

６ １章 電⼦回路素⼦ 【知】電⼦の特性・半導体の特性について理解している。 8
１．半導体 【思】電⼦・半導体の特性について説明できる。

【主】電⼦・半導体などに関⼼をもち、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

７ 【知】ダイオードの構造・特性について理解している。 8
２．ダイオード 【思】ダイオードの基本動作を説明できる。

   降伏現象を説明できる。
【主】ダイオードに関⼼をもち、意欲的に学ぼうとしている。

８
３．トランジスタ 【知】トランジスタの構造・特性について理解している。 8

【思】電流増幅作⽤を説明できる。
   トランジスタの静特性を説明できる。
【主】トランジスタに関⼼をもち、意欲的に学ぼうとしている。

９
【前期期末考査】 1

２章 増幅回路の基礎 【知】増幅の原理について理解し、説明できる。 5
２．トランジスタ増幅回路の基礎 【思】増幅作⽤を理解し、電流値・増幅率を計算できる。

10 【主】増幅回路に関⼼をもち、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

３．トランジスタのバイアス回路 【知】様々な種類のバイアス回路を理解している。 8
【思】各種回路の増幅度など、適切な公式を選べる。

11 【主】各種回路に関⼼を持ち、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
12
1 【後期中間考査】 1

2 ３章 いろいろな増幅回路 【知】負帰還の仕組みについて理解している。
１．負帰還増幅回路 【思】帰還量・帰還率を計算できる。 8

【主】各種回路に関⼼をもち、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

3
２．差動増幅回路と演算増幅器 【知】差動・演算増幅の特性について理解している。 5

【思】基本的な動作・使⽤⽤途を説明できる。
【主】さまざまな増幅回路と演算増幅器について関⼼を持ち、主体的かつ協働的に取り組もうとして

【後期期末考査】    いる。 1

４章 発振回路 【知】発振回路の原理・条件を理解している。 4
１．発振回路の基礎 【思】位相条件・利得条件について説明できる。

【主】発振回路の種類を正確に分類できる。

２．LC発振回路 【知】コイル・コンデンサを⽤いた回路を理解している。 4
【思】様々な回路の発振周波数を適切な公式を⽤いて計算できる。
【主】LC発振回路に関⼼を持ち、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

合計
70



通し番号 26

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 建築実習 必修 3

科⽬の⽬標

建築に関する技術を実際の作業を通じて総合的に習得させ、⼯業の発展を担う職業⼈として必要な資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す

（１）建築における基礎的な加⼯技術や⽣産技術などを実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術を⾝につけるようにする。
（２）建築における技術に関する課題を発⾒し、建築に携わる者として科学的な根拠に基づき、建築技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
（３）建築に関する技術の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

教材

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 建築における基礎的な加⼯技術や⽣産技術などを実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術が⾝に付いている。

思考・判断・表現 建築における技術に関する課題を発⾒し、建築に携わる者として科学的な根拠に基づき、建築技術の進展に対応し解決する⼒が⾝に付いている。

主体的に学習に取り組む態度 建築に関する技術の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度が⾝に付いている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 授業や課題への取組、授業態度

思考・判断・表現 授業や課題への取組

主体的に学習に取り組む態度 授業や課題への取組、実習⽇報等、授業態度

３ 履修上および学習上の注意

・定期考査は⾏わないため、基本的に課題への取組状況ならびに提出状況が成績に⼤きく反映されます。 ・授業ごとに各観点に沿った評価を⾏い、課題終了時に総合的な評価を⾏いま
す。 ・安全管理の徹底、⼿順の理解、班員との協⼒を特に留意する。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 〇オリエンテーション 3

〇⽔準測量実習 【知】⽔準測量の⽬的と機器の取扱いについて理解している。 6
【思】測量機器の使⽤⽅法と得られたデータを判断できる。
【主】実習に主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

〇溶接実習 【知】溶接機器の取扱いについて理解している。 9
5 【思】安全かつ効率良く作業をするために判断し実践できる。

【主】実習に主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

〇材料実験 【知】材料実験の⽬的を理解し、与えられた情報を正しく理解できる。 9
6 【思】得られたデータについて判断し、適切に評価できる。

【主】実験に主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

〇３／４軸組模型の製作実習 【知】部材名と作業⼯程を理解し作業進められる。 12
【思】周囲の状況を判断し、協働的に作業に取組むことができる。

７ 【主】実習に主体的かつ効率的に取組もうとしている。

８ 〇光波測量実習 【知】光波測量の⽬的と機器の取扱いについて理解している。 6
【思】測量機器の使⽤⽅法と得られたデータを判断できる。
【主】実習に主体的かつ恊働的に取組もうとしている。

9 〇現場実習 【知】現場実習の⽬的を理解し、取組むことができる。 12
【思】現場の状況を判断し、適切な⾏動を取ることができる。
【主】実習に意欲的かつ主体的に取組んでいる。

10 〇PCの基本操作実習 【知】PCの基本的な操作について理解している。 21
【思】⽂書作成などの課題において適切な操作をすることができる。
【主】実習に主体的かつ意欲的に取組もうとしている。

11
〇⽊材加⼯実習 【知】各種⼯作機械を正しく使⽤することができる。 9

【思】各種⼯作機械を正しく選定することができる。
12 【主】実習に主体的かつ協働的に取組もうとしている。

〇⽊⼯作品実習 【知】作品製作において必要な加⼯をすることができる。 18
【思】計画的に作業を⾏い、必要な加⼯を判断することができる。

1 【主】実習に主体的かつ意欲的に取組もうとしている。

３

合計
105



通し番号 27

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 建築製図 必修 4

科⽬の⽬標

⼯業の⾒⽅・考え⽅を働かせ、実践的・体験的な学習活動を⾏うことなどを通して、建築製図に必要な資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。

（1）建築製図について⽇本産業規格を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
（2）設計図に関する課題を発⾒し、建築に携わる者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
（3）建築おける図⾯の作成及び図⾯から建築情報を読み取る⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

教材

建築設計製図（実教出版）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 建築製図について⽇本産業規格を踏まえて理解するとともに、関連する技術が⾝に付いている。

思考・判断・表現 設計図に関する課題を発⾒し、建築に携わる者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒が⾝に付いている。

主体的に学習に取り組む態度 建築おける図⾯の作成及び図⾯から建築情報を読み取る⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度が⾝に付いてい
る。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 レポート・製作物、授業への取組

思考・判断・表現 レポート・製作物、授業への取組、課題の提出状況

主体的に学習に取り組む態度 レポート・製作物、授業への取組、課題の提出状況

３ 履修上および学習上の注意

・定期考査は⾏わないため、基本的に課題への取組状況ならびに提出状況が成績に⼤きく反映されます。

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 〇オリエンテーション

〇第１章 製図の基本 ①知識及び技能
１）製図⽤具と使い⽅ ・⼯業の各分野に関する製図ついて⽇本産業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解して
１ 製図を⾏う環境  いるとともに、関連する技術を⾝に付けている。
２ 製図⽤具 ②思考、判断、表現
３ 線 ・製作図や設計図に関する課題を発⾒し、⼯業携わる者として科学的な根拠に基づき⼯業技術
２）製図規約  の発展に対応し解決する⼒を⾝に付けている。
１ 製図に⽤いる線 ③主体的に学習に取り組む態度
２ 製図に⽤いる⽂字 ・⼯業の各分野における部品や製品の図⾯の作成及び図⾯から製作情報を読み取る⼒の向上を
３ 図⾯  ⽬指して⾃ら学び、⼯業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を⾝に付けている。
４ 図の配置
５ 尺度

5 〇第２章 建築の設計製図
１）設計に⽤いられる図⾯
１ 図⾯の分類とその役割
２ 各種図⾯の表記事項

6 〇第３章 ⽊構造の設計製図
⽊構造の設計

７ １ 設計の進め⽅
２ ⽊構造設計の基礎知識

８ ⽊造住宅の設計製図
１ 平家建専⽤住宅設計製図

9 ２ ２階建専⽤住宅設計製図

10 〇第７章 建築設計と情報技術
１）ＣＡＤの概要

11 １ 建築CADの種類
２ CADの基本的な操作

12

〇第４章 RC構造の設計製図
（鉄筋コンクリート構造）

1 RC構造の設計
１ 設計⼿順

２ ２ RC構造設計の基礎知識
RC構造の製図

３ １ 店舗付事務所設計図
２ 住宅設計図
３ 集合住宅設計図

合計
140

2

14

12

40

24

48



通し番号 28

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 建築構造設計 必修 3

科⽬の⽬標

➀知識及び技能
構造物の設計について構造物の安全性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
➁思考、判断、表現
構造物に関する⼒学的な課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
➂主体的に学習に取り組む態度
安全で安⼼な構造物を設計する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の進展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

教材

建築構造設計（実教出版）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 構造物の安全性を踏まえて理解するとともに、基本的な知識・技術を⾝に付けている。

思考・判断・表現 構造物に関する⼒学的な課題について、科学的な根拠に基づき解決する⼒を⾝に付けている。

主体的に学習に取り組む態度 安全で安⼼な構造物を設計する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を⾝に付けている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査（年４回）・⼩テスト

思考・判断・表現 定期考査（年４回）・⼩テスト、課題・レポート

主体的に学習に取り組む態度 課題・レポート、学習観察

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 「構造設計」を学ぶにあたって

建築物に働く⼒ 【知・技】
建築物を観察し、建築物に働くさまざまな⼒を理解しているとともに、建築物を⼒学上の表現
で表すことができる。
【思・判・表】
建築物の⼒学的な特性に着⽬して、構造物に働く⼒に関する課題を⾒いだすとともに解決策を
考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善している。
【主体】
建築物に働く⼒の分類およびその影響に関して⾃ら学び、安全で安⼼な構造物の設計に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

５ ●前期中間考査

２．静定構造物に働く⼒ 【知・技】
静定構造物に働く⼒について⼒のつり合い条件や応⼒を踏まえて理解しているとともに、図に

６ ３．部材に関する⼒学 表すことができる。
【思・判・表】
構造物の⼒学的な特性に着⽬して、構造物に働く⼒に関する課題を⾒いだすとともに解決策を

７ 考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善している。
【主体】

８ 静定構造物に働く⼒について⾃ら学び、安全で安⼼な構造物の設計に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

９
●前期期末考査

10
４．不静定構造物に働く⼒ 【知・技】

不静定梁に働く⼒について⼒の釣合条件と部材の変形を踏まえて求める⽅法を理解していると
ともに、部材に⽣じる⼒を求めることができる。

11 【思・判・表】
不静定構造物を構成する部材の変形条件に着⽬して、不静定構造物に働く⼒に関する課題を⾒

11 いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善している。
【主体】
不静定構造物の設計について⾃ら学び、安全で安⼼な構造物の設計に主体的かつ協働的に取り
組む態度を⾝に付けている。

12
●後期中間考査

１
５．各種構造物の設計 【知・技】

各構造の設計の概要と設計法について構造体による⼿法の違いを踏まえて理解しているととも
６．建築物の構造設計 に、関連する技術を⾝に付けている。

２ 【思・判・表】
各構造の構造的な特徴に関する課題を⾒いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき
結果を検証し改善する⼒を⾝に付けている。
【主体】

３ 各種構造物の設計について⾃ら学び、安全で安⼼な構造物の設計に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

●学年末考査 1

合計
105

1

20

1

20

20

1

15

1

15

10



通し番号 29

１ 科⽬の概要
学科 学年・年次 教 科 科 ⽬ 必修・必履修・選択 単位数

電気・建築科 2 年 ⼯業 建築計画 必修 2

科⽬の⽬標

⼯業の⾒⽅・考え⽅を働かせ、実践的・体験的な学習活動を⾏うことなどを通して、建築物の計画に必要な資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。

（1）建築物の計画について住空間の快適性やエネルギーを踏まえて理解するとともに、関連する技術を⾝に付けるようにする。
（2）建築物の計画に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒を養う。
（3）安全で快適な建築物を計画する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

教材

建築計画（実教出版）

留意点 開講予定
⼈数

２ 評価
（１）評価の観点

観 点 趣 旨

知識・技能 建築物の計画について住空間の快適性やエネルギーを踏まえて理解するとともに、関連する技術が⾝に付いている。

思考・判断・表現 建築物の計画に関する課題を発⾒し、技術者として科学的な根拠に基づき⼯業技術の進展に対応し解決する⼒が⾝についている。

主体的に学習に取り組む態度 安全で快適な建築物を計画する⼒の向上を⽬指して⾃ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度が⾝についている。

（２）評価⽅法
観点 評価⽅法

知識・技能 定期考査、課題や授業への取組

思考・判断・表現 定期考査、課題や授業への取組、課題等の提出状況

主体的に学習に取り組む態度 課題や授業への取組 課題等の提出状況

３ 履修上および学習上の注意

令和７年度⼊学⽣ 北海道留萌⾼等学校 授業シラバス



４ 年間指導計画（学習内容（単元名）と評価の観点）
⽉ 学習内容（単元名） 評価の観点（観点別） 時数
４ 〇オリエンテーション 1

〇建築と環境
5 ア 気候 【知】左記ア〜オについて快適な環境にするための諸条件を理解している。 14

イ 光 【思】⽤語の定義や単位、基本式等を理解し、適切な判断できる。
ウ ⾳ 【主】主体的かつ意欲的に取組もうとしている。
エ 熱
オ ⾊彩

6

〇住宅の計画 【知】基本的な空間や住宅の性能および、計画の進め⽅等について理解している。 14
７ 【思】各室の形式や形態、適正な規模等、さまざまな条件に対応した各室の計画の⽅法などに

   ついて判断や表現ができる。
【主】計画の特質を理解し、主体的かつ意欲的に取組もうとしている。

８

9 〇建築の移り変わり 【知】⽇本や世界の原始から近代に⾄るまでの住宅や宗教建築、時代の移り変わりなどをはじ 14
   め、建築の基本的な考え⽅を理解している。
【思】建築物の発展過程をはじめ、建築計画への応⽤など、現代の建築は、どのような要求と
   必然性から⽣み出されてきたのかなどについて思考し判断や表現ができる。

10 【主】建築の発展過程への理解を主体的かつ意欲的に取組んでいる。

11 〇各種建築物の計画 【知】⼾建て住宅以外の建築物の役割や種類、機能について計画上の特質を理解している。 10
【思】各種建築物の形式や形態、適正な規模等、さまざまな条件に対応した各室の計画の⽅法
   などについて判断や表現ができる。

12 【主】計画の特質を理解し、主体的かつ意欲的に取組もうとしている。

〇都市と地域の計画 【知】都市における都市計画の⽬的や理念をはじめ、都市計画の基本的な仕組みについて理解 5
1    している。

【思】建築と地域の関わりをはじめ、都市に建築物を計画するときの配慮すべき事項を思考、
   判断し表現している。
【主】まちづくり等に主体的かつ意欲的に理解しようとしている。

〇建築設備の計画 【知】建築設備の⽬的や内容、設備計画を⾏うにあたっての基本事項などを理解している。 8
２ 【思】建築設備の計画⽅法などについて思考、判断し表現している。

【主】主体的かつ意欲的に理解し、取組もうとしている。

３
◎定期考査 4

合計
70


